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筋電図を用いた社会人硬式
野球チーム投手への
サポート事例報告

太田洋一（静岡福祉大学）

島典広（東海学園大学）

日本体育・スポーツ・健康学会第71回大会 はじめに

■ 投球動作の映像は野球投手へのサポート手段として広
く活用されている。

■ しかし、投球時の選手自身の意識や感覚は動作だけで
は不明な点が多い。

■ 投球時の筋電図を測定することで、選手の意識や感覚
を明確化（見える化）出来ると考えた。

■ 本サポート事例では、ダイナミックな動作が少ないも
のの、現場では投球の善し悪しを決定すると考えられ
ている投球動作初期の軸足の筋活動の「見える化」に
着目した。

本発表の目的

■ 本発表では、社会人硬式野球投手への筋電図を
用いたサポート活動の事例を報告することを目
的とする。

■ 選手の筋活動パターンや特徴などは例として示
されるものの、詳細な筋活動分析の報告は本発
表の目的ではないものとする。

サポート実施体制

■ 本サポートは、発表者の他に社会人硬式野球チームアナライ
ザー１名（以下アナライザー）を中心に企画・実施された。

■ アナライザーは測定選手の選定や、実験日時の調整、選手や
監督へのフィードバックを実施した。

研究者

チーム

アナライザー
選手

監督
コーチ
トレーナー

選手・チームへのフィード
バック方法

■ 測定したデータは速やかに報告するため、必要最低限の分析（各
球種ずつ）を行い約2週間程度で全ての選手に速報としてフィード
バックをした。

■ 速報の分析内容・方針はアナライザーと相談しながら決定した。

■ アナライザーは独自に選手や監督が見やすいようなグラフや図を
作成した。

■ 研究者は主にアナライザーに分析結果やその解釈を伝え、選手に
はアナライザーが説明を行った。

■ 速報が一段落した後、研究者とアナライザー、監督、コーチと報
告会を行った。

測定方法
■ 測定者は社会人硬式野球チーム所属投
手の右投げ４名、左投げ２名であった。

■ 筋電図は無線筋電計を用いて、以下の
筋から導出した。

軸足
• 中殿筋
• 内転筋
• 外側広筋
• 大腿二頭筋
• 前脛骨筋
• 内側腓腹筋

• 腹横筋
• 非軸足側の外腹斜筋
• 非軸足中殿筋
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測定方法

■ ハイスピードカメラを用いて投球
側側から240fpsで撮影をした。

■ 動画に映した同期ランプ信号を基
に、筋電図と動作を同期させた。

■ 投球試技は、ストレートおよび変
化球とし、ストレートはストライ
クが5球測定できるまで投球した。

■ 変化球はアナライザーが指示した
球種を複数投球し、ストライクも
しくは「良い球」が5球測定できる
まで投球した。

筋電図解析のための動作局面分け
■ 動作局面を設定し、局面毎に筋活動量を算出

LabChart Window
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• 軸足挙上局面では、軸足側の中殿筋、外側広筋、腹横筋の活動が認められた。
• A選手は膝腰垂直局面から、軸足の筋活動の高まりが集中している。

A選手の特徴（チームでエース級の選手）
A選手感想（チームでエース級の選手）

■ 足を挙げた局面（左膝最上局面）で、体幹を固定するよ
うなイメージなので、中殿筋（軸足）外側広筋（軸足）
腹横筋の力の入れ具合が分かりやすい。

■ 軸足の筋活動が膝腰垂直局面で集中していることについ
ては、軸足の足首、膝、股関節を同時に伸ばすイメージ
はしていないものの、極力体重移動の際は、接地までリ
ラックスするイメージを持っている。

筋電図を測定することで、意図した身体の使い
方の確認だけでなく、動作のイメージと実際の
筋活動とを比較することができ、他の選手が
フォームを改善する際に役に立つ可能性。
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B選手の筋電図
LabChart Window
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B選手感想

■ 測定時も、軸足挙上から体重移動の際に体が沈
み込まないように意識していたが、今回の筋電
測定で、前脛骨筋と腓腹筋など軸足の筋の出力
が高かった。

■ 本人の感覚と数値化された出力値の乖離を把握
し、問題点を明確化。

C選手感想

■ 内転筋の出力タイミングが遅いことについて、
トレーナーとも相談し内転筋が意識出来るよう
なトレーニングを実施。

■ 現在（5月時点）体重移動の方法を習得し、投球
時の感覚が良くなった。

D選手感想

■ 他者と比較してみた時に、腹部筋群の使
い方が違う事に着手。

■ C選手と同じく内転筋の出力が低い為、体
重移動の際の軸足の粘りを意識。

E選手感想

■ 前膝挙上時から体重移動の際に、意識的に足首
で重心を支えるイメージで投球していた。

■ 実際に前脛骨筋の出力が大きく納得したが、他
の選手と比べ、出力が大きい事に疑問を抱き、
あまり足首（細かい筋肉）に力が入らない体重
移動を心掛けるようにした。

監督・コーチの感想

■ 意識が見える化されており、選手との共通認識
で、指導やフォーム改造への取り組み方を共有
出来た。

■ 動作では分からない選手の意識やイメージが見
える化され、指導に活かしやすい。
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まとめ

■ 筋電図による分析は、選手と一緒に結果を見な
がら、筋の使い方の確認や改善点の発見に繋が
る可能性。

■ 筋電図からピッチングの善し悪しを判断するこ
とは難しいが、他の選手との比較により、
フォームの改善などに利用できる。

■ 軸足のシンプルな筋の使い方（A選手のよう
な）でも、パフォーマンスの高いピッチングが
出来る。

本サポートの実施とフィードバックを通して

■ 本サポートでは、企画・実施・分析・フィードバックの全て
において、チーム内で橋渡しが出来る人材である「アナライ
ザー」の役割が顕著であった。

■ アスリートへのサポート活動は研究者と競技者（選手・監
督・コーチ）の橋渡しが出来る人材の存在の有無で、大きく
成果が異なるものと考えられる。

■ アナライザー（現他部署勤務）ほか、他アナライザー、チー
ムスタッフ、東海学園大学の学生さんなど本サポートに協力
した頂いた方々に感謝いたします。
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